
 

 

2022 年 4 月 21 日 

北陸電力送配電株式会社 

東芝エネルギーシステムズ株式会社 

 

変電所へのデジタル技術の導入に向けた実証を開始 
～遮断器の状態監視や制御ケーブルのデジタル管理を通じた高度化と省力化～ 

 

北陸電力送配電株式会社（本店：富山県富山市、代表取締役社長：水野弘一、以下、北陸

電力送配電）および東芝エネルギーシステムズ株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締

役社長：小西崇夫、以下、東芝 ESS）は、変電所でのデジタル技術を活用した設備保全や工事

の高度化・省力化について、この度共同で実証を開始しました。 

近年、高度経済成長期以降に建設した電力設備が経年による更新時期を迎えており、これ

らの高経年化した設備の維持・更新費用の抑制や、限られた施工力を有効活用する観点から、

設備保全・工事の高度化や省力化が課題となっています。 

このような中、設備の高経年化対策の一環として、北陸電力送配電および東芝 ESS は、設

備保全におけるデジタル技術の導入に向けた２つの実証を実施します。実証は 2022 年度末ま

での予定です。 

実証その１「遮断器の状態監視」 

北陸電力送配電管内には約 1,800 台の遮断器（６６ｋＶ以上）があり、使用年数や開閉回

数を基に定期点検等の設備保全を計画・実施しています。遮断器の中には、電圧の調整のた

めに年間数百回開閉動作をするものがあることから、それらの設備保全業務に多くの労務量

や費用を要していました。 

今回、石川県内の変電所において、実際に運用している開閉回数の多い遮断器（東芝 ESS

製）に監視ユニットを取り付け、開閉時に得られる様々な計測値をデジタルデータとして取

得し、設備の状態を精緻に把握することで、設備保全業務の高度化を図ってまいります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状態監視を行う遮断器（写真）   遮断器の開閉時に得られるデータのイメージ 

状態監視ユニットでの実証 

★設備保全業務の高度化 

遮断器開閉時の電流の波形などから遮断器

の劣化度合いの診断を行うことで、点検周

期の延伸ができないか実証する 

現状、遮断器の分解点検の基準である

使用年数や開閉回数に応じてメンテナ

ンスを実施している 

 



実証その２「制御ケーブル接続状態のデジタル管理」 

設備の監視・制御のため、変電所には多くの制御ケーブルが使用されています。設備工事

の際には、制御ケーブルの切り離し・接続が必要となり、その量は年間数千本にのぼります。 

制御ケーブルの切り離し・接続作業においては、事前に作業手順書を作成します。従来、

ケーブル接続状態を示した図面は紙で管理されており、作業手順書作成時には複数の紙図面

を突き合わせする必要があることから、大きな負担となっていました。また、作業終了後の

図面の更新・管理にも手間がかかっていました。 

今回、北陸電力送配電が実施する変電所設備工事において、東芝 ESS が開発した制御ケー

ブル接続状態のデジタル管理ツールを活用し、作業手順書作成や図面更新・管理業務の省力

化を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御ケーブル接続状態のデジタル管理ツールのイメージ 

 

 

北陸電力送配電は、今回の実証を踏まえ、設備保全・工事の高度化、省力化を進めること

で、費用抑制を図りながら、着実かつ適切に高経年化した設備の更新を進め、将来にわたり

電力の安定供給を確保してまいります。 

東芝 ESS は、国内外における変電所向けのＩoＴ技術を用いた効率的な保守サービスの開

発・ソリューションの提案を積極的に行っていきます。 

以 上 

 

デジタル管理ツールでの実証 

★図面確認の省力化 

デジタル空間の平面図で対象設備を選

択するだけで図面等の確認が容易なた

め、その業務の省力化効果を分析 

★作業手順書・図面作成や突き合わ

せの省力化 

工事対象設備と関連設備が紐付けされ

ており、制御ケーブルの接続状態を示

した図面を機械的に作図・突き合わせ

することが容易なため、その業務の省

力化効果を分析 

現状、制御ケーブルの切り離し・

接続作業の際には紙で作業手順書

や図面の作成・管理を行っている 

 

 

 

変電所敷地平面図 


